
同
種
の
調
査
・
研
究
に
は
必
ず
参
照
さ
る
べ
き
も

の
と
な
ろ
う
。
屋
瓦
に
つ
い
て
は
、
高
槻
城
出
土

の
も
の
の
分
類
と
編
年
だ
け
で
な
く
、
畿
内
に
お

け
る
近
世
瓦
の
成
立
に
つ
い
て
も
数
頁
を
費
し
て

お
り
、
貴
重
な
研
究
と
言
え
よ
う
。
章
末
に
は
調

査
の
主
要
成
果
で
あ
る
沖
積
地
で
の
石
垣
基
底
部

の
作
成
技
法
を
復
元
的
に
図
示
し
て
ま
と
め
て
い

る
。　

付
論
「
近
世
高
槻
城
の
修
築
と
そ
の
背
景
」
で

は
、
文
献
と
石
垣
の
刻
印
・
墨
書
印
か
ら
藤
堂
竜

虎
の
関
与
を
推
測
し
、
そ
れ
を
大
坂
域
の
普
請
と

関
係
づ
け
て
い
る
が
、
概
ね
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ

う
。
こ
う
し
た
点
も
石
境
の
技
術
な
ど
考
古
学
的

な
資
料
か
ら
裏
づ
け
ら
れ
れ
ば
更
に
面
白
い
。

　
以
上
、
筆
者
は
所
謂
「
文
献
」
畑
の
人
間
で
あ

る
た
め
、
十
分
な
紹
介
と
評
価
が
で
き
て
い
る
と

は
思
わ
れ
な
い
が
、
よ
く
ま
と
ま
っ
た
高
水
準
の

報
告
書
で
あ
る
こ
と
は
問
違
い
な
く
、
詳
し
く
は

現
物
を
御
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
た
だ
少
し
欲
を
言
う
と
、
こ
れ
は
ひ
と
え
に
こ

の
種
の
調
査
・
研
究
の
立
ち
遅
れ
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
折
角
の
デ
ー
タ
が
孤
立
気
味
で
、
高

槻
城
の
歴
史
を
離
れ
た
城
郭
史
、
或
い
は
更
に
中

・
近
世
史
へ
の
広
が
り
が
乏
し
く
、
そ
れ
ら
全
体

の
中
で
の
位
贋
づ
け
が
今
一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
。

成
果
の
中
心
で
あ
る
石
垣
に
つ
い
て
も
も
う
少
し

他
と
の
比
較
が
欲
し
い
し
、
ま
た
筆
者
の
関
心
で

言
え
ば
、
第
一
章
で
高
山
右
近
の
総
二
型
城
下
町

が
原
型
で
あ
る
こ
と
を
言
う
な
ら
、
そ
れ
と
同
時

代
の
同
じ
総
捲
型
の
城
下
町
、
例
え
ば
荒
木
村
重

の
伊
丹
城
や
、
或
い
は
最
近
大
規
模
な
総
理
の
存

在
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
勝
竜
邑
城
な
ど
と
の
比
較

が
あ
れ
ば
、
高
槻
城
の
持
つ
価
値
が
更
に
明
ら
か

に
な
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
並
行
す

る
遺
構
の
デ
ー
タ
が
揃
い
、
総
合
的
な
考
察
が
可

能
に
な
る
日
を
待
ち
た
い
。

　
と
も
あ
れ
、
考
古
学
の
成
果
が
他
の
分
野
に
御

益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
今
後
は
「
文
献
」
史
学
者
な
ど
も
、
近
世
吏

に
至
る
ま
で
こ
う
し
た
成
果
を
活
用
し
て
い
く
べ

き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
更
に
こ
う
し
た
遺

跡
に
目
が
向
け
ら
れ
、
保
存
と
調
査
が
盛
ん
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
（
A
4
版
　
一
五
五
頁
図
版
＝
○
頁

　
　
　
　
　
別
建
二
枚
　
一
九
八
四
年
三
月
　
高
槻
市

　
　
　
　
　
教
育
委
員
会
　
四
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
小
島
道
裕
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）
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本
書
は
著
者
辛
島
昇
氏
が
過
去
一
五
年
間
に
発

表
さ
れ
た
九
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
わ
た
る
南
イ

ン
ド
史
、
主
要
に
は
チ
ョ
ー
ラ
朝
時
代
の
タ
ミ
ル

ナ
ー
ド
ゥ
に
関
す
る
一
三
の
研
究
論
文
を
編
ん
で

一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
、

も
と
和
文
で
発
表
さ
れ
今
回
英
訳
し
て
収
録
さ
れ

た
一
編
を
除
き
、
す
べ
て
国
際
会
議
や
海
外
の
雑

誌
、
国
内
の
紀
要
、
海
外
学
術
調
査
報
告
書
等
さ

ま
ざ
ま
な
場
に
お
い
て
英
文
で
発
表
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
う
ち
四
編
は
イ
ン
ド
人
学
者
と
共
同
し

て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
採
録
に
際

し
て
重
複
箇
所
の
渕
除
や
最
新
の
研
究
成
果
の
吸

収
な
ど
全
体
の
調
整
と
若
干
の
補
訂
が
な
さ
れ
た

ほ
か
、
新
し
く
長
文
の
解
説
を
草
し
、
本
書
の
対

象
と
す
る
と
こ
ろ
や
課
題
、
各
論
文
の
位
置
づ
け

な
ど
を
開
か
に
し
て
い
る
。

　
＝
二
編
の
論
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
よ
く
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示
す
と
思
わ
れ
る
初
出
時
の
題
目
名
で
掲
げ
る
と
、

次
の
如
く
で
あ
る
。
ω
ア
ッ
ル
ー
ル
と
イ
ー
シ
ャ

ー
ナ
マ
ソ
ガ
ラ
ム
ー
チ
ョ
ー
ラ
時
代
の
南
イ
ソ

ド
ニ
村
落
（
一
九
六
六
年
初
嵐
、
以
下
同
様
）
、

②
チ
ョ
…
ラ
支
配
末
期
の
カ
…
ヴ
ェ
リ
ー
川
下
流

域
に
み
ら
れ
る
新
し
い
農
村
秩
序
（
一
九
八
一
）
、

③
後
期
チ
ョ
ー
ラ
期
カ
ー
ヴ
エ
リ
ー
川
下
流
域
に

お
け
る
私
的
土
地
所
有
の
普
及
と
そ
の
史
的
検
討

（一

續
ｪ
○
）
、
ω
ヴ
ェ
ダ
ラ
ニ
ヤ
ム
の
後
期
チ
ョ

ー
ラ
期
刻
文
に
み
ら
れ
る
土
地
譲
渡
（
一
九
七
六
）
、

⑤
チ
ョ
ー
ラ
支
配
の
権
力
構
造
（
一
九
六
八
）
、

⑥
村
落
共
同
体
に
関
す
る
チ
ョ
ー
ラ
朝
刻
文
（
一

九
七
一
）
、
　
⑦
タ
ミ
ル
語
刻
文
に
み
ら
れ
る
人
名

の
統
計
学
的
厨
究
（
一
九
七
六
）
、
⑧
チ
ョ
ー
ラ

期
刻
文
に
み
ら
れ
る
地
租
用
語
（
一
九
七
二
）
、

⑨
タ
ソ
ジ
ャ
ー
ヴ
ー
ル
と
ガ
ソ
ガ
イ
コ
ソ
ダ
チ
ョ

ー
ラ
プ
ラ
ム
の
寿
院
刻
文
に
み
ら
れ
る
チ
ョ
ー
ラ

時
代
の
地
租
査
定
（
一
九
八
○
）
、
⑳
テ
ィ
ル
チ

ラ
バ
ッ
リ
県
お
よ
び
旧
プ
ド
ゥ
コ
ッ
タ
イ
州
の
刻

文
に
み
ら
れ
る
パ
…
ン
デ
ィ
ア
時
代
の
地
租
用
語

（一

續
ｪ
○
）
、
　
⑪
タ
ン
ジ
ャ
ー
ヴ
ー
ル
県
の
刻

文
に
み
ら
れ
る
社
会
経
済
上
お
よ
び
農
業
経
済
上

の
用
語
（
一
九
七
七
）
、
⑫
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
ナ
ガ
ル

期
の
刻
文
に
見
る
寺
院
領
の
貸
与
に
つ
い
て
（
一

九
七
二
）
、
　
㈱
一
七
・
一
八
世
紀
マ
ド
ラ
ス
近
郊

地
区
の
ミ
ー
ラ
ー
ス
ダ
ー
ル
　
（
一
九
七
五
）
。
こ

れ
ら
が
土
地
制
度
、
社
会
関
係
、
地
租
制
度
、
後

続
時
代
の
四
篇
に
分
け
て
本
書
に
収
め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
著
者
の
主
要
な
関
心
は
南
イ
ン
ド
社
会
の
歴
史

的
発
展
な
い
し
変
化
に
お
か
れ
て
い
る
。
い
い
か

え
れ
ば
そ
れ
は
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
老
た

ち
が
主
張
し
た
停
滞
的
社
会
論
を
再
検
討
す
る
こ

と
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
土
地
所
有
の
問
題
と

権
力
構
造
な
い
し
支
配
装
置
の
問
題
と
い
う
二
つ

の
大
き
な
問
題
が
墓
調
に
す
え
ら
れ
て
い
る
。
豊

富
な
置
文
史
料
を
援
用
、
分
析
し
た
著
者
は
、
チ

ョ
ー
ラ
朝
時
代
が
集
権
的
古
代
国
家
の
頂
点
に
達

し
た
時
代
で
あ
り
、
南
イ
ン
ド
の
封
建
制
は
一
三

世
紀
に
お
け
る
こ
の
王
朝
の
崩
壊
後
に
成
立
す
る

と
の
見
解
を
明
か
に
し
、
併
せ
て
バ
ー
ト
ソ
皿
ス

タ
イ
ソ
や
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
n
ガ
ウ
等
の
所
説
を
批

判
し
た
。

　
本
書
に
は
古
代
イ
ン
ド
史
家
ロ
ミ
ラ
皿
タ
ー
パ

ル
の
序
文
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
南
イ
ン
ド

の
関
連
地
図
四
葉
の
ほ
か
、
基
礎
的
専
門
用
語
を

簡
潔
に
説
明
し
た
用
語
一
覧
、
チ
ョ
ー
ラ
支
配
期

の
暗
期
区
分
表
、
略
語
一
覧
、
文
献
目
録
、
そ
れ

に
索
引
も
付
さ
れ
て
利
用
の
便
に
供
さ
れ
て
い
る
。

す
で
に
著
者
に
は
英
文
に
よ
る
大
冊
三
分
冊
の
共

著
諏
O
§
8
ミ
§
軸
ミ
ミ
導
馬
宅
§
ミ
偽
§
鮎
ぎ

G
q
ミ
富
恥
ミ
愚
識
§
勲
G
。
＜
9
ω
こ
嵩
巴
葭
p
㌍
日
ミ
。
。

が
あ
る
が
、
こ
の
た
び
同
じ
く
英
文
で
そ
の
主
要

論
文
集
が
刊
行
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
南
イ
ン

ド
史
研
究
に
日
本
人
と
し
て
は
じ
め
て
本
格
的
な

鍬
を
入
れ
ら
れ
た
著
者
に
よ
る
こ
の
論
集
が
、
国

際
的
な
評
価
に
十
分
耐
え
て
、
研
究
史
に
薪
た
な

寄
与
を
画
す
も
の
と
な
る
こ
と
の
疑
い
な
き
こ
と

を
確
信
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
二
五
三
頁
、
一
九
八
四
年
、
U
巳
三
”

　
　
　
　
　
○
蔦
o
a
9
踏
く
母
繊
雲
津
⑦
ω
乙
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
近
藤
治
　
追
手
門
学
院
大
学
教
授
）
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